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村

田

昇

一
、
序

文

 
願
四
二
今
生
世
俗
文
学
倉
皇
、
狂
言
綺
語
之
過
一
、
転
為
二
将
来
世
々
讃
佛
乗

 
之
因
、
転
法
輪
早
書
一
（
白
面
文
集
七
一
、
香
山
羅
臼
氏
洛
中
略
記
）

こ
れ
は
仏
教
的
芸
術
哲
学
で
あ
る
。
東
方
の
宗
教
も
芸
術
も
、
こ
の
一
文
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
興
隆
し
、
も
し
無
か
っ
た
ら
枯
死
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
臼

業
天
は
儒
家
に
生
れ
、
科
挙
に
経
芸
を
以
て
採
ら
れ
た
。
彼
が
儒
教
の
精
神
に

化
せ
ら
れ
し
こ
と
言
を
待
た
ず
。
現
世
を
重
ん
じ
、
功
名
を
尚
び
、
兼
濟
を
志

す
所
以
、
み
な
儒
教
の
教
ふ
る
所
で
あ
る
。
彼
の
前
半
生
は
佛
を
排
斥
し
た
。

而
も
こ
の
楽
天
や
一
た
び
江
州
に
諦
せ
ら
れ
て
よ
り
雄
志
挫
け
、
忽
ち
仏
教

の
信
徒
と
な
っ
た
。
江
州
に
出
座
さ
れ
し
は
、
元
和
十
二
年
、
年
正
に
四
十
四

歳
、
楽
天
が
人
生
行
路
に
お
け
る
一
頓
挫
で
あ
る
。
儒
教
は
順
境
に
心
を
鼓
舞

す
る
も
の
多
く
、
佛
教
は
逆
境
に
情
を
慰
籍
す
る
も
の
が
多
い
。
今
や
逆
境
に

塵
し
て
亦
其
身
を
よ
く
し
、
悠
々
天
を
楽
し
み
し
所
以
の
も
の
は
、
佛
道
に
露

せ
し
が
為
で
あ
る
。

 
彼
は
大
詩
人
で
あ
る
。
し
か
も
シ
ナ
第
一
級
の
佛
教
詩
人
で
あ
み
．
佛
教
詩

人
と
は
如
来
の
壁
音
を
人
語
に
翻
訳
し
て
伝
え
る
者
で
あ
る
。
算
道
の
行
信
を

人
語
に
証
し
人
間
を
教
え
る
者
で
あ
る
。
彼
は
法
華
経
安
楽
行
品
に
は
、
菩
薩
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ

摩
詞
薩
は
、
世
俗
の
文
筆
・
讃
詠
の
外
書
を
造
る
者
に
親
し
む
勿
れ
」
と
の
四

戒
に
順
い
求
菩
提
の
故
に
、
詩
を
狂
言
綺
語
の
過
と
し
て
、
詩
道
と
仏
道
の
二

律
背
反
に
悩
み
、
そ
の
自
畳
的
解
決
が
、
前
掲
の
「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」

で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
の
文
芸
と
文
芸
論
に
大
影
響
を
與
え
て
い
る
史
實
を
明

に
す
べ
く
こ
の
論
文
を
書
い
た
。
彼
の
意
味
す
る
狂
言
綺
語
と
は
詩
で
あ
る
。

吾
々
は
文
芸
と
解
し
、
更
に
芸
術
一
般
と
ま
で
拡
大
解
釈
し
う
る
し
、
且
し
か

く
解
釈
す
る
こ
と
が
、
私
の
論
理
型
塁
上
必
要
で
あ
る
。
道
徳
的
に
は
狂
言
と

は
、
道
理
に
外
れ
た
こ
と
ば
、
戯
れ
語
・
非
常
識
な
大
言
壮
語
で
あ
る
。
仏
教

的
に
は
顕
教
の
十
戒
中
に
、
不
妄
語
戒
・
不
語
過
罪
戒
・
不
自
讃
殿
他
戒
・
不

諺
三
宝
戒
が
あ
り
、
十
善
戒
中
に
は
、
不
妄
語
・
不
両
舌
・
不
悪
口
・
不
綺
語

が
あ
る
。
綺
語
と
は
眞
実
に
背
い
て
巧
み
に
飾
り
立
て
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
文

芸
で
あ
る
。
狂
言
綺
語
に
つ
い
て
右
の
如
く
解
釈
さ
れ
る
意
味
が
、
文
芸
に
あ

る
か
ど
う
か
。
，
人
類
の
歴
史
は
言
語
芸
術
で
あ
る
文
芸
と
宗
教
と
の
関
係
を
ど

の
よ
う
に
思
索
し
て
き
た
か
を
研
究
し
て
み
た
。

プ
ラ
ト
ン
（
前
謬
縮
）
は
、
e
芸
術
は
空
想
虚
偽
で
あ
る
。
口
理
性
は
高
級

で
あ
り
、
感
覚
は
下
等
で
あ
る
。
道
徳
は
理
知
に
因
る
が
故
に
高
尚
で
あ
り
、

（19）

日
本
文
藝
史
學
 
狂
言
綺
語
の
文
藝
観



〆

芸
術
は
感
覚
に
関
す
る
が
故
に
下
劣
で
あ
る
。
日
中
庸
を
守
る
こ
と
が
道
徳
で

あ
る
が
、
芸
術
は
変
化
し
易
い
感
情
を
刺
戟
す
る
か
ら
、
芸
術
に
交
渉
す
る
と

中
庸
が
守
れ
ぬ
。
故
に
芸
術
的
は
道
徳
に
危
険
で
あ
る
。
と
し
て
そ
の
理
想
国

家
か
ら
追
放
し
た
。
こ
れ
が
プ
ラ
ト
ン
の
国
家
論
第
十
篇
に
み
え
た
芸
術
排
斥

論
で
あ
る
。
．

 
然
る
に
プ
ラ
ト
ン
は
、
神
の
啓
示
の
醗
訳
者
こ
そ
が
創
造
的
芸
術
家
で
あ

る
。
詩
人
即
ち
創
造
す
る
人
と
は
、
神
が
か
り
に
よ
る
狂
者
で
あ
る
と
、
芸
術

を
宗
教
的
に
は
肯
定
し
て
い
る
。
詩
は
芸
術
の
精
神
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
こ

の
説
に
よ
れ
ば
、
詩
人
は
二
値
を
創
造
す
る
狂
者
で
あ
り
、
彼
岸
の
世
界
に
進

む
勝
利
者
で
あ
る
か
ら
、
狂
言
綺
語
は
宗
教
的
罪
過
で
は
な
い
。
プ
ロ
テ
イ
ノ

ス
（
二
〇
一
二
六
九
）
が
、
根
源
美
。
超
美
と
い
っ
た
の
は
、
神
秘
的
宗
教
的
体
験
の
秘

儀
の
象
徴
的
表
現
に
外
な
ら
な
．
い
。
芸
術
は
主
観
感
情
を
重
ん
ず
る
文
化
で
あ

り
、
本
能
・
感
覚
等
凡
て
の
人
間
性
を
包
ん
で
い
る
。
故
に
主
観
・
感
情
・
本

能
・
感
覚
等
を
、
肯
定
せ
ず
し
て
芸
術
は
成
立
し
な
い
つ
故
に
キ
リ
ス
ト
教

が
、
汎
文
化
を
支
配
し
た
西
洋
中
世
の
、
神
と
人
間
、
精
神
と
感
性
を
隔
離
す

る
宗
教
的
世
界
観
の
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
心
を
結
合
し
て
、
芸
術
の

花
匂
う
沃
野
を
見
る
こ
と
は
、
望
め
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
人
間

の
魂
は
最
上
の
愛
を
求
め
て
最
高
の
美
へ
赴
く
の
で
あ
る
。
世
界
は
一
つ
の
詩

で
あ
る
。
芸
術
は
神
の
叡
智
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
秩
序
あ
る
自
然
の
認
識
の

上
に
成
り
た
っ
た
一
種
の
模
倣
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
芸
術
の
う
ち
に
自
然
に
お

け
る
秩
序
が
反
映
す
る
」
と
い
っ
た
季
ヴ
、
ン
ト
ウ
ラ
（
三
輕
の
如

き
神
学
教
授
が
現
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
芸
術
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
恰
も

日
本
の
中
世
に
仏
教
芸
術
が
盛
行
し
た
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

 
文
芸
復
興
は
宗
教
に
圧
迫
さ
れ
た
人
間
性
を
解
放
し
、
宗
教
に
隷
属
し
た
芸

術
に
、
自
律
的
自
由
を
与
え
る
に
あ
っ
た
。
而
し
て
こ
れ
を
ア
ル
ベ
ル
テ
イ

（一

l
七
二
）
に
み
る
と
、
彼
は
芸
術
の
自
律
性
を
基
礎
づ
け
る
と
共
に
、
一
方

芸
術
に
於
け
る
知
性
的
認
識
的
要
素
を
強
調
し
、
全
体
に
純
理
主
義
的
傾
向
が

強
く
、
美
意
識
の
主
観
的
体
験
に
関
す
る
反
省
は
、
甚
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
。

尚
レ
オ
ル
ド
（
一
四
五
三
一
五
一
九
）
の
芸
術
観
も
「
芸
術
は
種
の
知
識
で
あ
る
。
．
」
と

言
う
こ
と
に
結
論
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
ま
だ
人
生
も
人
間
も
全
心
的
に
観
ら
れ

ず
、
従
っ
て
そ
の
芸
術
観
も
不
具
で
あ
っ
た
。
か
く
て
吾
々
は
、
正
面
か
ら
感

情
・
主
観
を
主
体
的
に
造
っ
た
芸
術
観
を
、
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て

．
漸
く
み
る
の
で
あ
る
。
ラ
ベ
・
デ
ュ
ボ
ー
、
バ
テ
ユ
ウ
、
モ
ン
テ
ス
キ
ウ
、
デ
イ

ド
ロ
ー
は
、
そ
の
代
表
者
で
あ
る
。
而
し
て
吾
々
は
ル
ソ
ー
（
一
七
一
二
一
七
七
八
）
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
自
然
か
ら
出
て
き
た
時
に
は
人
間
は
善
で
あ
っ

た
。
然
る
に
人
間
が
之
を
悪
く
す
る
。
 
（
エ
ミ
ー
ル
第
一
篇
）
と
い
う
感
情
又

は
自
然
を
尊
重
す
る
世
界
観
は
、
当
代
並
に
後
世
の
芸
術
論
、
人
間
形
成
に
大

き
な
影
響
を
與
え
た
。
カ
ン
ト
は
「
判
断
力
批
判
」
に
お
い
て
、
「
美
を
作
り

出
す
芸
術
の
最
後
の
目
的
は
想
像
力
に
自
由
を
與
へ
て
、
概
念
に
指
導
さ
せ

ず
、
而
も
悟
性
と
調
和
を
保
っ
て
働
ぐ
。
人
は
芸
術
に
於
て
自
己
即
精
神
の
調

和
を
楽
し
む
。
美
は
吾
々
に
高
尚
な
吾
々
を
示
し
て
く
れ
る
。
悟
性
に
偏
せ

ず
、
想
像
力
に
流
れ
ず
、
両
者
間
の
正
規
的
関
係
を
示
さ
れ
る
。
煩
雑
な
限
定

の
世
界
か
ら
、
無
限
定
な
原
本
的
情
態
に
還
さ
れ
る
。
美
は
生
命
促
進
感
を
伴

ふ
点
で
、
刺
戟
や
感
激
や
遊
戯
的
想
像
力
と
一
致
す
る
が
、
崇
高
は
先
へ
不
毛

が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
だ
け
、
続
く
快
が
愈
々
大
き
い
と
い
う
特
徴
を
有
つ
。

崇
高
は
生
命
力
の
一
時
的
阻
止
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
そ
れ
に
引
続
く
生
命
力
の

よ
り
強
い
傾
注
を
す
る
快
感
に
あ
る
か
ら
、
感
動
と
一
致
し
、
遊
戯
で
は
な
く

て
想
春
霞
の
厳
粛
な
作
用
で
あ
る
。
崇
高
感
に
同
意
し
な
い
者
を
無
感
情
と
い

（20）
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ふ
。
道
徳
的
法
則
に
よ
る
情
緒
で
あ
る
感
激
に
お
い
て
、
想
像
力
は
無
束
縛
で

あ
る
。
感
激
な
る
情
緒
は
勇
敢
に
実
直
で
力
の
自
信
が
あ
り
、
熱
烈
な
実
行
欲

を
有
つ
。
感
激
な
く
し
て
偉
大
な
こ
と
は
遂
げ
ら
れ
な
い
。
感
激
は
狂
気
に
近

い
。
こ
れ
と
反
対
に
単
な
る
情
緒
は
、
感
傷
的
情
緒
と
命
名
す
べ
き
も
の
で
、

悪
に
対
し
て
無
力
を
感
じ
、
こ
れ
に
反
抗
す
る
努
力
を
不
快
と
す
ら
感
じ
る
。

こ
れ
は
感
動
と
な
り
無
腰
値
な
敏
感
に
堕
す
る
。
こ
れ
は
何
等
高
尚
な
も
の
で

は
な
い
が
、
感
官
的
種
類
の
美
的
対
象
に
算
入
せ
ら
れ
る
。
か
の
涙
涕
的
小
説

・
演
劇
・
ま
た
謂
は
ゆ
る
高
尚
な
思
想
を
弄
ぶ
浅
薄
な
道
徳
論
な
ど
が
そ
れ
に

属
し
て
、
人
心
を
文
弱
に
し
幸
福
万
能
で
、
厳
粛
な
義
務
観
念
に
無
感
覚
に

し
、
人
間
の
品
位
権
利
の
尊
重
を
忘
れ
さ
せ
る
。
美
な
る
も
の
に
於
け
る
快

は
、
享
楽
の
快
で
も
、
法
則
活
動
の
快
で
も
、
理
念
に
よ
る
静
観
の
快
で
も
な

い
。
単
な
る
反
省
の
快
で
あ
る
。
こ
の
快
は
健
全
な
悟
性
に
必
要
な
認
識
能
力

の
釣
合
に
基
い
て
い
る
か
ら
、
何
人
に
も
要
求
し
得
、
ま
た
一
般
に
概
念
の
助
、

け
な
し
に
伝
達
し
得
る
。
判
断
に
あ
っ
て
主
観
的
な
個
人
的
制
限
に
迷
は
さ
れ

な
い
で
、
総
体
的
人
間
理
性
に
依
る
や
う
に
、
他
人
の
考
え
方
を
反
省
に
資
す

る
の
で
あ
る
。
 
「
豫
断
な
く
無
我
的
に
徹
底
的
に
」
と
は
す
べ
て
の
公
正
な
思

考
の
要
件
で
あ
る
。
趣
味
判
断
も
こ
の
要
件
を
具
へ
ね
ば
、
不
純
な
普
遍
伝
達

 
 
 
む

性
を
得
ぬ
。
」
彼
の
美
学
は
維
新
の
大
業
を
完
成
し
た
と
い
は
れ
る
程
改
新
的

で
あ
っ
た
が
、
実
は
ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
諸
説
の
綜
合
で
あ
っ
た
か
ら
、
宗
教
的

な
芸
術
肯
定
論
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
彼
の
説
を
展
開
さ
せ
た
ヘ
ー
ゲ

ル
（
一
七
七
〇
一
八
＝
二
）
は
、
蓋
し
芸
術
美
は
感
覚
．
感
情
．
直
観
．
想
像
力
に
向
っ

て
提
示
さ
れ
、
思
想
と
は
別
箇
の
領
域
を
有
す
る
。
而
し
て
そ
の
活
動
及
び
所

産
の
把
握
は
、
学
的
思
惟
と
は
別
種
の
機
官
を
要
求
す
る
。
」
と
論
じ
た
。
芸

術
は
有
限
性
の
内
容
及
形
式
か
ら
精
神
を
解
放
し
て
、
感
覚
的
な
も
の
現
象
的
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な
も
の
の
う
ち
に
、
絶
対
的
な
も
の
を
内
在
融
合
さ
せ
、
真
理
の
発
展
を
取
扱

ふ
も
の
と
し
、
芸
術
と
宗
教
を
合
一
さ
せ
る
考
え
が
あ
っ
た
。
而
し
て
精
神
一

般
の
本
質
を
最
も
純
粋
に
具
体
化
し
た
高
邑
な
人
間
と
し
て
「
天
才
」
を
尊
敬

し
た
。

 
ヘ
ー
ゲ
ル
と
入
れ
代
り
に
こ
の
世
に
出
た
ニ
ー
チ
ェ
（
一
八
四
四
一
九
〇
〇
）
は
、
人
生

を
劇
と
み
、
芸
術
は
人
間
の
本
務
と
し
た
。
十
八
世
紀
の
ル
ソ
ー
に
よ
っ
て
肯

定
さ
れ
た
感
情
・
感
覚
的
生
活
・
人
間
自
然
本
能
は
、
か
く
の
如
き
美
と
芸
術

の
尊
重
に
到
達
し
た
。
以
上
は
西
洋
に
お
い
て
ギ
玖
シ
ャ
の
プ
ラ
ト
ン
の
芸
術

否
定
論
が
、
肯
定
論
に
要
っ
た
過
程
の
厳
暑
で
あ
る
。

二
、
儒
教
の
文
藝
観

 
孔
子
は
精
神
を
作
興
す
る
永
遠
の
道
は
芸
術
に
あ
り
と
し
て
、
「
詩
に
お
い
て

興
り
、
楽
に
お
い
て
成
る
。
（
論
語
・
巻
四
馬
伯
第
八
）
詩
を
学
ば
ざ
れ
ば
、
以

て
言
ふ
こ
と
無
し
。
礼
を
学
ば
ざ
れ
ば
以
て
立
つ
こ
と
無
し
。
（
論
語
第
十
六
季

氏
篇
）
と
い
っ
て
い
る
。
礼
は
つ
つ
し
み
で
あ
る
。
神
を
祭
る
が
故
に
典
型
的

美
で
あ
る
。
神
を
祭
る
こ
と
は
、
天
地
の
秩
序
に
順
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
美
で

あ
る
。
芸
術
で
あ
る
。
詩
経
大
序
周
野
宴
に
も
、
「
正
二
得
失
一
、
動
二
天
地
一
、
感
二

品
神
一
、
莫
レ
魚
網
於
詩
こ
と
も
、
詩
の
宗
教
性
を
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
プ

ラ
ト
ン
に
よ
れ
ば
詩
は
狂
で
あ
る
。
孔
子
は
「
吾
党
之
小
子
、
狂
簡
に
し
て
斐

然
と
し
て
章
を
成
す
。
．
之
を
駕
す
る
所
以
を
知
ら
ず
」
 
（
論
語
第
五
公
治
長
篇

）
と
、
志
は
非
常
に
遠
大
で
あ
る
が
、
実
行
が
伴
は
ず
。
讐
え
ぱ
美
し
き
錦
も

之
を
裁
断
し
て
衣
服
と
成
し
、
時
の
用
に
適
せ
し
め
え
な
い
。
と
い
い
、
結
局

中
庸
を
得
た
常
識
的
現
実
的
倫
理
的
人
間
の
形
成
を
理
想
と
し
て
い
る
。
 
「
論

語
」
巻
二
八
俗
第
三
に
、
告
朔
ノ
瞳
羊
と
あ
る
の
は
、
毎
月
初
に
天
の
祭
礼
に

、
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捧
げ
る
犠
牲
の
羊
を
い
う
の
で
、
羊
が
犠
牲
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
義
と
は

社
会
の
犠
牲
と
な
る
責
任
を
負
う
た
我
と
い
う
意
字
で
、
善
の
字
の
下
の
部
分

は
神
に
羊
を
載
せ
て
献
上
す
る
高
杯
の
豆
の
暑
で
、
規
格
通
り
の
羊
を
神
に
上

げ
る
こ
と
、
即
ち
犠
牲
を
実
行
す
る
こ
と
が
善
で
あ
る
と
い
う
意
字
で
あ
る
。
そ

の
犠
牲
の
単
な
る
意
字
が
美
で
あ
る
。
犠
牲
と
は
他
人
の
為
に
生
命
を
献
げ
る

大
愛
・
仏
教
の
慈
悲
で
あ
る
。
シ
ラ
ー
の
美
し
き
魂
・
荘
子
の
大
美
で
あ
る
。
「

禮
の
意
は
神
に
対
し
て
儀
式
を
行
う
字
で
あ
る
。
そ
の
儀
式
は
度
み
深
い
行
動

を
上
し
て
犠
牲
を
捧
げ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
豊
と
は
献
上
物
を
意
味
し

て
い
る
。
豊
か
さ
と
は
誠
を
こ
め
だ
犠
牲
に
美
に
越
す
も
の
は
な
い
。
故
に
聖

経
は
美
の
聖
典
で
あ
る
。
美
と
聖
・
芸
術
と
宗
教
と
は
シ
ナ
に
お
い
て
も
、
往

昔
か
ら
一
如
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
は
、
詩
経
の
大
序
の

 
関
唯
は
、
后
妃
の
徳
な
り
。
風
（
国
風
）
の
始
め
な
り
。
天
下
を
風
（
化
）

 
し
て
、
夫
婦
を
正
す
所
以
な
り
。
故
に
之
を
卿
人
に
用
ひ
、
之
を
邦
国
に
用

 
ふ
。
風
は
風
（
風
動
）
な
り
、
教
（
教
化
）
な
り
。
風
以
て
之
を
動
か
し
、

 
教
以
て
之
を
化
す
。

 
 
 
 
ゆ

 
詩
は
志
の
之
く
所
な
り
。
心
に
在
る
を
志
と
為
し
、
言
に
発
す
る
を
詩
と
為

 
す
。
情
、
中
に
動
き
て
、
言
に
形
は
る
。
之
を
言
う
て
足
ら
ず
、
故
に
之
を

 
嵯
嘆
す
。
之
を
勇
士
し
て
足
ら
ず
、
故
に
之
を
永
歌
す
。
之
を
永
記
し
て
足

 
ら
ず
、
手
の
舞
ひ
、
足
の
之
を
踏
む
を
知
ら
ず
。
（
礼
記
特
記
篇
に
も
こ
の
一
見
ゆ
）

 
情
、
声
に
発
し
、
声
、
文
（
文
条
節
奏
）
を
成
す
。
之
を
音
と
謂
ふ
。
治
世

 
の
音
は
、
安
く
し
て
以
て
楽
し
む
。
其
の
政
、
和
す
れ
ば
な
り
。
乱
世
の
音

 
は
、
，
怨
み
て
以
て
怒
る
。
其
の
政
、
乖
け
ば
な
り
。
亡
国
の
音
は
、
哀
し
み

 
て
以
て
思
ふ
。
其
の
民
、
困
し
め
ば
な
り
。
（
礼
義
・
単
記
篇
に
も
こ
の
語
見
ゆ
）

 
故
に
得
失
を
正
し
、
天
地
を
動
か
し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し
む
る
は
、
詩
よ
り
近

 
き
は
莫
し
。
先
生
是
を
以
て
夫
婦
を
経
し
、
孝
敬
を
成
し
、
人
倫
を
厚
く

 
し
、
教
化
を
美
し
、
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
。

 
上
は
以
て
下
を
風
化
し
、
下
は
以
て
上
を
風
刺
す
。
文
を
主
と
し
謡
諌
（
直

 
愛
し
な
い
で
調
詠
ず
る
）
す
。
之
を
言
ふ
者
は
罪
無
く
、
之
を
聞
く
者
は
以

 
て
注
し
む
る
に
足
る
。
故
に
風
（
風
化
・
調
刺
）
と
日
ふ
。
王
道
衰
へ
、
礼

 
儀
廃
し
、
政
教
失
ひ
、
国
々
政
を
異
に
し
、
家
々
俗
を
殊
に
す
る
に
至
っ

 
て
、
変
風
変
雅
起
る
。
国
史
（
国
の
史
官
）
得
失
の
迩
を
明
ら
か
に
し
、
人

 
倫
の
廃
を
傷
み
、
刑
政
の
苛
を
哀
し
み
、
情
性
を
吟
詠
し
て
、
以
て
其
の
上

 
を
隠
す
。
事
変
に
達
し
て
其
の
旧
俗
を
懐
ふ
者
な
り
。
故
に
変
風
は
情
に
発

 
し
て
、
礼
儀
に
止
ま
る
。
情
に
発
す
る
は
、
民
の
性
な
り
。
礼
儀
に
止
る
は

 
先
生
の
沢
な
り
。
是
を
以
て
一
国
の
事
は
一
人
の
本
に
繋
る
。
之
を
風
を
謂

 
ふ
。
天
下
の
事
を
言
ひ
、
四
方
の
風
を
形
は
す
。
之
を
雅
と
謂
ふ
。
雅
は
正

 
な
り
。

で
あ
る
。
汎
文
化
の
基
礎
に
詩
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
原
始
日
本
人
は
、
現
実
以
外
に
幸
福
の
世
界
を
信
ぜ
ず
、
現
実
を
肯
定
し
て

楽
し
く
歌
舞
し
た
。
高
天
原
・
葦
原
の
国
も
現
実
の
延
長
拡
大
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
現
実
を
罪
過
・
不
幸
と
し
て
否
定
す
べ
き
別
に
贋
値
あ
る
理
由
は
な
に
も

の
も
な
か
っ
た
。
「
高
天
原
皆
暗
、
葦
原
中
国
悉
闇
」
き
大
事
も
、
．
「
天
宇
受

売
者
為
レ
楽
、
八
百
万
神
諸
咲
」
と
祓
い
除
き
、
風
土
記
を
み
る
と
、
常
陸
国

筑
波
山
に
は
春
秋
の
候
男
女
飲
食
を
資
し
て
登
臨
遊
楽
し
、
香
島
社
の
祭
に
男

女
集
会
日
夜
飲
楽
歌
舞
し
、
久
慈
河
の
辺
に
夏
土
熱
日
近
郷
の
も
の
集
り
、
筑

 
 
か
が
ひ

波
の
雅
男
を
唱
ひ
味
酒
を
飲
ん
で
煩
を
忘
れ
、
密
筑
里
の
大
井
に
は
夏
暑
の
時

遠
近
の
男
女
集
会
し
て
休
み
遊
び
飲
楽
し
、
出
雲
明
前
原
崎
の
浜
に
て
も
、
男

女
薩
時
点
尊
し
、
愉
楽
帰
る
を
潤
る
る
程
の
慧
智
を
行
い
、
肥
前
国
杵
島
嶽
に
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②

し
て
も
、
毎
歳
春
秋
男
女
手
を
携
へ
て
、
登
一
楽
飲
歌
舞
し
て
い
る
。
詩
経
大

序
に
も
あ
る
如
く
人
類
自
然
感
情
の
表
現
で
あ
る
。
天
宇
受
売
の
韻
律
的
歌
舞

 
 
 
 
は
ふ
 
 
 
 
 
 
む
 
む

は
、
禍
事
を
写
り
除
く
も
の
と
信
じ
た
。
虹
彩
受
売
の
性
的
魅
力
を
発
散
し
た

半
裸
舞
踊
は
、
能
楽
の
世
阿
弥
の
「
花
伝
書
」
に
、

 
平
の
都
に
し
て
は
、
村
上
天
皇
の
御
宇
に
、
昔
の
上
宮
太
子
の
御
筆
の
申
楽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ
つ
し

 
延
年
の
記
を
叡
覧
な
る
に
、
先
、
神
代
仏
在
所
の
は
じ
ま
り
、
月
旨
、
農

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぎ
ょ

 
旦
、
日
域
に
伝
る
狂
言
綺
語
を
も
て
、
讃
仏
転
法
輪
の
因
縁
を
守
り
、
魔
縁

 
を
退
け
、
福
祐
を
招
く
、
申
楽
舞
を
奏
す
れ
ば
、
国
穏
か
に
民
静
か
に
、
寿

 
命
長
遠
也
と
、
太
子
の
御
筆
あ
ら
た
な
る
に
因
て
、
村
上
天
皇
、
申
楽
を
以

 
て
天
下
の
御
宮
濤
可
・
為
云
々

と
、
仏
教
と
習
合
し
た
が
、
白
楽
天
の
狂
言
綺
語
之
過
の
過
を
除
い
て
い
て
、

全
く
芸
能
罪
悪
観
は
無
く
、
積
極
的
に
芸
能
の
宗
教
的
利
益
効
能
を
認
め
て
い

る
。
神
話
の
肯
定
的
現
実
観
を
伝
え
て
い
る
。

 
平
家
物
語
巻
九
「
敦
盛
」
に
は
、
「
狂
言
綺
語
の
理
と
云
ひ
な
が
ら
、
遂
に

讃
仏
乗
の
因
と
な
る
こ
そ
哀
れ
な
り
」
と
あ
り
、
 
「
駒
繋
抄
」
に
は
、
 
「
静
か

に
諸
法
実
相
の
理
を
案
ず
る
に
、
か
の
狂
言
綺
語
の
戯
、
か
へ
り
て
讃
仏
乗
の

縁
た
り
。
」
と
あ
る
。

三
、
源
氏
物
語
と
白
楽
天

 
紫
式
部
の
父
為
時
は
、
屈
指
の
詩
人
で
、
白
詩
を
熱
愛
し
、
紫
式
部
は
父
に

白
氏
文
集
を
習
っ
て
、
皇
后
に
進
講
し
て
い
る
。
源
氏
物
語
開
巻
第
一
桐
壺
の

巻
は
、
殆
ん
ど
全
巻
に
輻
り
、
長
恨
歌
か
ら
取
材
し
て
い
る
外
白
詩
を
多
く
引

日
本
文
藝
史
學
 
狂
言
綺
語
の
文
藝
観

用
し
て
い
る
こ
と
は
、
水
野
平
次
氏
著
白
楽
天
と
日
本
文
学
に
精
し
く
調
査
し

て
あ
る
。

 
楽
天
の
「
狂
言
綺
語
の
過
も
亦
こ
れ
讃
仏
乗
・
転
法
輪
の
縁
」
と
い
う
詩
道

即
仏
道
哲
学
の
根
拠
は
、
法
華
経
巻
第
五
、
安
楽
一
品
第
十
四
に
「
不
レ
零
下
近

諸
外
道
・
梵
志
・
三
二
子
等
、
一
寸
二
世
俗
文
筆
讃
詠
一
者
。
及
路
通
雨
陀
・

逆
二
路
伽
耶
陀
一
日
上
。
」
同
巻
第
一
、
方
便
品
第
二
に
「
売
時
諸
二
王
。
雨
隠
天

帝
釈
。
…
…
拝
鯨
諸
天
衆
。
春
意
百
千
万
。
恭
敬
合
掌
礼
。
請
二
我
転
法
輪
一
。

我
即
自
思
惟
。
若
但
讃
二
品
乗
一
。
衆
生
残
二
障
苦
一
。
不
レ
能
レ
信
二
是
法
こ
で
あ

る
。
法
華
経
は
文
芸
経
典
で
、
天
台
宗
の
所
依
経
典
で
あ
っ
た
か
ら
、
天
台
宗

の
盛
行
し
た
平
安
朝
に
は
尊
い
経
典
と
信
じ
ら
れ
た
。
従
っ
て
白
楽
天
も
尊
敬

さ
れ
、
白
詩
文
集
が
、
シ
ナ
の
詩
友
李
神
か
ら
「
零
下
題
画
文
集
一
石
記
上
因
成
二

四
韻
一
以
美
レ
之
」
と
題
し
た
嘱
望
に
、
「
永
添
二
鴻
宝
集
一
。
莫
レ
雑
二
小
乗
経
一
。

」
と
称
せ
ら
れ
、
日
本
の
匡
房
の
「
江
談
抄
第
五
詩
事
に
は
、
「
鴻
烈
集
ト
云

ハ
。
大
乗
経
ヲ
云
也
。
因
レ
鼓
文
集
ヲ
バ
。
古
人
モ
大
乗
経
之
次
。
小
乗
経
之

上
ト
ゾ
云
ケ
ル
。
」
と
あ
り
、
「
本
朝
麗
藻
」
巻
下
に
は
、
白
楽
を
「
文
曲
是

神
の
権
化
」
と
い
い
、
慈
鎮
の
拾
玉
茎
巻
四
に
は
、
「
楽
天
者
文
珠
之
化
身
美

」
と
言
い
、
或
は
其
の
集
を
ば
大
小
雨
乗
の
中
間
に
位
置
す
る
経
典
に
も
準
擬

せ
し
め
て
い
る
。
天
台
浄
土
教
の
源
信
を
信
じ
る
詩
人
達
が
、
慶
滋
保
胤
を
帯

心
に
集
っ
た
横
川
の
勧
学
舎
も
、
つ
ま
り
は
楽
天
の
詩
道
即
仏
道
哲
学
の
実
践

 
 
 
 
③

で
あ
っ
た
。
か
か
る
白
詩
尊
崇
の
文
芸
史
的
結
果
が
、
源
氏
物
語
と
し
て
円
現

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
要
約
し
た
理
想
は
螢
巻
に
、

 
人
の
み
か
ど
の
ざ
え
つ
く
り
や
う
か
は
る
、
同
じ
や
ま
と
の
国
の
事
な
れ

 
ば
、
昔
今
の
に
変
る
べ
し
。
深
き
こ
と
浅
き
こ
と
の
け
ち
め
こ
そ
あ
ら
め
、

み
へ
 
や
ロ
ロ
コ
ゼ
ね
ン
 
そ
ら
ご
と

 
ひ
た
ぶ
る
に
虚
言
と
言
ひ
は
て
む
も
、
こ
と
の
心
た
が
ひ
て
な
む
あ
り
け

（23）



▼

勧

 
 
る
、
仏
の
い
と
う
る
は
し
き
心
に
て
説
き
置
き
た
ま
へ
る
御
法
も
、
方
便
と

 
 
い
ふ
こ
と
あ
り
て
、
さ
と
り
な
き
も
の
は
、
こ
〉
か
し
こ
た
が
ふ
疑
を
置
き

 
 
つ
べ
く
な
む
、
方
等
経
の
中
に
多
か
れ
ど
、
言
ひ
も
て
行
け
ば
、
ひ
と
つ
旨

 
 
に
あ
り
て
、
菩
提
と
煩
悩
と
の
へ
だ
た
り
な
む
。
こ
の
人
の
よ
き
あ
し
き
ば

 
 
か
り
の
事
は
変
り
け
る
、
よ
く
言
へ
ば
、
す
べ
て
何
事
も
空
し
か
ら
ず
な
り

 
 
ぬ
や
と
、

，
と
あ
る
。
こ
の
文
の
大
事
と
し
て
詳
解
す
べ
き
は
、
方
便
と
煩
悩
即
菩
提
・
そ

ら
言
の
三
項
で
あ
る
。
こ
の
三
項
の
思
考
が
、
，
楽
天
の
詩
道
即
仏
道
哲
学
を
解

 
明
す
る
鍵
で
あ
る
。

 
 
方
便
（
d
℃
》
団
》
）
は
、
近
づ
く
、
到
達
す
る
の
意
が
あ
る
。
方
は
方
法
、

便
は
便
用
で
、
一
切
衆
生
の
機
類
根
性
に
適
ふ
方
法
手
段
を
使
用
す
る
こ
と
。

 
又
、
方
は
方
正
の
理
、
便
は
巧
妙
の
言
辞
で
、
種
々
の
機
類
に
対
し
て
、
方
正

 
の
理
と
巧
妙
の
言
辞
を
用
ふ
る
こ
と
。
又
、
方
は
衆
生
の
方
域
、
便
は
教
化
の

便
法
で
、
諸
機
の
方
域
に
応
じ
て
適
当
な
化
益
の
便
法
を
用
ふ
る
こ
と
。
即
ち

 
衆
生
を
教
へ
導
か
ん
が
為
に
、
種
々
な
る
手
段
を
講
ず
る
こ
と
、
或
は
手
段
方

法
を
方
便
と
い
う
の
で
あ
る
。
和
光
同
塵
・
権
假
方
便
・
善
行
方
便
・
対
機
説

 
法
と
い
う
も
同
義
で
あ
る
。
法
華
経
方
便
品
に
は
、
 
「
無
数
の
方
便
力
を
も
つ

 
て
、
無
量
の
衆
生
を
化
し
て
、
仏
道
に
入
ら
し
め
給
ひ
き
。
籍
笛
琴
篁
篠
 
琵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
琶
鏡
鋼
銭
 
是
の
如
き
衆
の
妙
音
・
尽
く
持
以
っ
て
供
養
し
 
或
は
歓
喜
の
心

 
を
以
て
 
歌
唄
し
て
仏
徳
を
願
し
．
自
ら
無
上
道
を
成
じ
 
広
く
無
数
の
衆
を

 
度
し
」
と
あ
る
。
 
「
続
世
継
物
語
」
に
は
、

 
 
も
ろ
こ
し
に
白
楽
天
と
申
し
た
る
人
は
、
な
な
ぞ
ち
の
巻
物
を
作
り
て
、
言

 
 
葉
を
い
ろ
へ
響
へ
を
と
り
て
、
人
の
心
を
進
め
給
ふ
な
ど
き
こ
え
給
ふ
も
、

 
 
文
珠
の
化
身
と
こ
そ
は
申
す
め
れ
。
仏
も
讐
喩
経
な
ど
い
ひ
て
、
無
き
こ
と

 
を
作
り
い
だ
し
給
ひ
で
説
き
お
き
給
へ
る
は
、
虚
妄
な
ら
ず
と
こ
そ
は
侍
る

 
な
れ
。

と
あ
り
、
季
吟
の
「
湖
月
抄
」
の
発
端
に
は
、

 
抄
（
村
田
註
湖
月
抄
）
凡
内
曲
ハ
外
典
は
、
千
萬
軸
に
し
て
難
レ
解
難
レ
入
也
。
起
て
権
化

 
の
方
便
を
以
て
、
一
代
四
馬
内
外
の
書
典
の
意
旨
を
ひ
ろ
ひ
て
、
，
此
一
部
に

 
決
す
。
…
…
此
う
へ
に
お
い
て
世
間
常
住
壊
空
の
法
文
を
た
て
、
煩
悩
即
菩

 
提
の
父
此
物
語
の
大
意
也
。
…
…
明
星
抄
写
、
善
道
の
媒
と
し
て
中
席
の
道

 
に
引
入
、
終
に
は
中
道
実
相
の
悟
に
お
と
し
入
べ
き
方
便
の
権
教
員
。
一

と
あ
り
、
源
順
の
「
沙
門
敬
公
集
序
」
に
は
、

 
古
人
の
所
謂
、
義
ノ
タ
メ
ニ
作
リ
法
ノ
タ
メ
ニ
作
リ
、
方
便
智
ノ
同
日
出
作

 
リ
、
解
脱
性
ノ
タ
メ
製
作
リ
云
々
。

と
あ
る
。
次
に

 
煩
悩
即
菩
提
 
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
風
間
童
旦
二
間

「
源
氏
物
語
の
探
求
」
中
拙
稿
に
詳
説
し
て
お
い
た
の
で
、
こ
こ
に
は
そ
の
要

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

点
を
転
載
す
る
。
工
芸
の
「
菩
提
と
煩
悩
と
の
へ
だ
た
り
」
に
つ
い
て
は
、
古

注
区
々
で
あ
る
が
、
私
は
、

西
三
差
書
誤
の
「
細
流
抄
」
の
、

 
則
方
便
の
諸
教
と
更
に
か
は
る
所
な
か
る
べ
し
と
、
仏
の
御
法
に
引
か
け

 
て
、
こ
と
わ
り
を
の
べ
給
ふ
也
。

と
、
今
川
範
政
の
「
源
氏
物
語
提
要
」
の
、

 
三
界
明
一
心
外
無
別
法
の
道
理
也
。
煩
悩
と
菩
提
と
は
一
に
し
て
、
水
と
氷

 
の
ご
と
し
。
 
（
中
暑
）
善
悪
不
二
邪
正
一
如
の
こ
と
は
り
な
れ
ば
、
し
ば
ら

 
く
よ
き
あ
し
き
の
か
は
り
め
計
也
。

と
あ
る
説
が
正
当
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
人
間
の
愛
欲
を
物
語
に
描
く
こ
と

く24⊃
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が
、
そ
の
ま
ま
菩
提
で
あ
り
、
浄
土
茎
茶
羅
と
す
る
の
で
あ
る
。
描
く
こ
と
は

作
者
自
ら
愛
欲
を
業
と
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
描
く
こ
と
は
み
る
こ
と
、
人
間

を
諦
観
す
る
こ
と
で
あ
る
。
岡
崎
先
生
は
、
「
源
氏
」
の
世
界
は
、
官
能
か
ら

宗
教
へ
の
道
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
具
体
的
に
い
う
と
、
栄
華
の
生

活
、
享
楽
の
生
活
か
ら
、
解
脱
の
生
活
、
銅
管
の
生
活
へ
向
か
お
う
と
す
る
人

間
の
行
路
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
」
 
（
源
氏
物
語
の
美
＝
一
六
頁
）
と
述
べ

て
い
ら
れ
る
。
煩
悩
（
官
能
）
も
菩
提
（
解
脱
）
も
、
善
人
も
悪
人
も
対
立
し

た
ま
ま
に
物
語
の
美
-
生
命
の
律
動
に
調
和
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
煩

悩
と
菩
提
は
大
き
な
隔
て
が
あ
る
と
共
に
、
隔
て
な
い
同
一
に
あ
る
と
い
い
え

ら
れ
る
。
抑
々
「
摩
詞
止
観
」
巻
第
九
下
に
、
「
悲
を
起
し
て
根
本
の
重
苦
を

抜
く
。
又
無
明
即
ち
法
性
、
煩
悩
即
ち
菩
提
、
衆
生
を
し
て
事
に
即
し
て
而
も

眞
、
法
身
顕
現
せ
し
め
ん
と
欲
す
」
と
あ
り
、
「
法
華
玄
義
」
巻
逆
上
に
は
、

煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
浬
繋
と
あ
る
。
源
信
の
「
往
生
要
集
」
巻
上
、
大
文
第

四
作
願
門
に
は
、

 
煩
悩
は
即
ち
菩
提
な
り
。
一
一
の
慶
穏
当
を
醗
せ
ば
、
即
ち
獲
れ
八
萬
四
千

 
の
諸
波
羅
密
な
り
。
無
明
の
変
じ
て
明
と
為
る
は
、
氷
を
融
か
し
て
水
を
成

 
す
が
如
し
。
更
に
遠
き
も
の
に
非
ず
。
余
慮
な
り
来
る
に
も
あ
ら
ず
。
但
一

 
念
の
心
に
普
く
皆
具
足
す
る
こ
と
、
如
意
珠
の
如
し
。
宝
有
る
に
も
非
ず
。

 
宝
無
き
に
も
非
ず
。
…
…
…
言
以
て
辮
ず
可
か
ら
ず
。
衆
生
は
、
此
の
不
思

 
議
不
縛
の
法
の
中
に
於
て
、
思
想
し
て
縛
を
塗
し
、
無
脱
の
法
の
中
に
於
い

 
て
、
而
も
脱
を
求
む
。
是
の
故
に
、
普
く
法
界
の
一
切
衆
生
に
過
て
、
大
な

 
る
慈
悲
を
起
し
、
四
の
弘
き
誓
を
興
す
。
昇
れ
を
、
理
の
順
へ
る
発
心
と
名

 
つ
く
。
上
れ
最
上
の
菩
提
心
な
り
。

と
説
い
て
い
る
。
俊
成
の
「
古
来
風
体
抄
」
に
は
、

日
本
文
藝
史
學
 
狂
言
綺
語
の
文
藝
観

 
歌
は
、
狂
言
綺
語
の
た
は
ぶ
れ
に
は
に
た
れ
ど
も
、
こ
と
の
ふ
か
き
む
ね
も

 
あ
ら
は
れ
て
、
こ
れ
を
縁
と
し
て
、
ほ
と
け
の
み
ち
に
も
か
よ
は
さ
む
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら

 
め
、
か
つ
は
、
煩
悩
す
な
は
ち
菩
提
な
る
。

 
や
ま
と
歌
の
ふ
か
き
義
に
よ
り
て
、
法
文
の
無
尽
を
さ
と
り
、
往
生
極
楽
の

 
え
ん
と
む
す
び
、
普
賢
の
中
海
に
い
り
て
、
こ
の
詠
歌
の
こ
と
ば
を
か
へ
し

 
て
ほ
と
け
を
ほ
め
た
て
ま
つ
り
、
法
を
き
〉
て
あ
ま
ね
く
十
方
の
仏
土
に
往

 
詣
し
、
ま
っ
は
娑
婆
の
衆
生
を
引
導
せ
む
と
な
り
。

・
と
あ
る
。
親
鷺
は
、
 
「
高
僧
和
讃
曇
鷺
和
尚
」
に
、

 
本
願
円
頓
一
乗
は
、
逆
悪
摂
す
と
信
知
し
て
 
煩
悩
・
菩
提
体
無
二
と
、
す

 
み
や
か
に
と
く
さ
て
ら
し
む
 
無
碍
光
の
利
益
よ
り
 
威
徳
広
大
の
信
を
え

 
て
 
か
な
ら
ず
煩
悩
の
氷
解
け
 
す
る
は
ち
菩
提
の
み
つ
と
な
る
 
罪
障
功

 
徳
の
体
と
な
る
 
氷
と
水
の
如
く
に
て
．
氷
多
き
に
水
多
し
 
障
り
多
き
に

 
徳
多
し

と
讃
し
、
 
「
正
像
末
和
讃
」
に
は
、

 
弥
陀
の
智
願
海
水
に
 
他
力
の
信
水
い
り
ぬ
れ
ば
 
真
実
報
土
の
な
ら
ひ
に

 
て
 
煩
悩
菩
提
一
味
な
り

 
 
 
 
さ
て

と
あ
る
。
巷
説
「
往
生
要
集
」
を
要
約
し
た
源
信
の
「
横
川
法
語
」
に

 
妄
念
の
う
ち
よ
り
申
し
出
し
た
る
念
仏
は
、
濁
り
に
し
ま
ぬ
蓮
の
ご
と
く
に

 
て
決
定
往
生
疑
あ
る
べ
か
ら
ず
。

之
あ
り
、
そ
の
根
拠
は
、
維
摩
経
巻
八
・
大
宝
積
経
の
「
高
原
の
陸
地
に
は
蓮

華
を
生
ぜ
ず
。
卑
湿
の
濃
泥
に
即
ち
蓮
華
を
生
ず
。
こ
れ
は
凡
夫
煩
悩
の
泥
の

申
に
あ
り
て
、
菩
薩
の
為
に
開
導
せ
ら
れ
て
、
よ
く
仏
の
正
覚
の
華
を
生
ず
る

に
雪
ふ
」
に
あ
ヶ
、
こ
れ
が
法
然
の
「
念
仏
ノ
行
者
ヲ
蓮
華
二
喩
コ
ト
ハ
、
蓮

華
ハ
不
染
ノ
義
、
本
願
ノ
清
浄
メ
名
号
ヲ
称
ス
レ
バ
、
十
悪
五
逆
ノ
濁
ニ
モ
ソ
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マ
ラ
サ
ル
ヲ
喩
タ
ル
ナ
リ
」
 
（
四
箇
条
問
答
）
と
現
れ
、
又
親
鶯
の
「
十
二
礼

偶
」
に
現
れ
て
、

 
金
蘭
暫
間
の
他
に
生
ぜ
る
華
は
 
善
根
所
成
の
妙
壷
座
な
り

と
現
れ
、
更
に
宣
長
の
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
の
、

 
蓮
を
う
ゑ
て
め
で
む
と
す
る
人
の
、
濁
り
て
き
た
な
く
は
あ
れ
ど
も
、
泥
水
を

 
た
く
は
ふ
る
が
ご
と
し
。
物
語
に
不
義
な
る
恋
を
早
る
も
、
そ
の
に
ご
れ
る

 
泥
を
、
め
で
～
に
は
あ
ら
ず
、
物
の
あ
は
れ
の
花
を
さ
か
せ
ん
料
ぞ
か
し
。

と
、
純
文
芸
論
に
転
義
し
て
源
氏
物
語
を
評
論
し
、
．

更
に
、

 
物
の
あ
は
れ
を
し
る
と
い
ふ
こ
と
を
、
お
し
ひ
ろ
め
な
ば
、
身
を
～
さ
め
、

 
家
を
も
国
を
も
治
む
べ
き
道
に
も
、
わ
た
り
ぬ
べ
き
な
り
。
人
の
お
や
の
、

 
子
を
思
ふ
心
し
は
ざ
を
、
あ
は
れ
と
思
ひ
し
ら
ば
、
不
孝
の
子
は
よ
に
あ
る

 
ま
じ
く
、
民
の
い
た
つ
き
、
奴
の
つ
と
め
を
、
あ
は
れ
と
お
も
ひ
し
ら
む
に

 
は
、
よ
に
不
仁
の
君
は
あ
る
ま
じ
き
を
、
不
仁
な
る
君
不
孝
な
る
子
も
、
よ

 
に
あ
る
は
、
い
ひ
も
て
ゆ
け
ば
、
も
の
の
あ
は
れ
を
し
ら
ぬ
ぞ
か
し
。
さ
れ

 
ば
物
語
は
、
物
の
あ
は
れ
を
見
せ
た
る
ふ
み
ぞ
と
い
ふ
事
を
さ
と
り
て
、
そ

 
れ
を
む
ね
と
し
て
見
る
時
は
、
お
の
つ
か
ら
教
誠
に
な
る
べ
き
事
は
、
よ
う

 
つ
に
わ
た
り
て
、
お
ほ
か
る
べ
き
云
々
。

と
あ
る
こ
と
は
、
詩
経
大
序
の
説
に
微
妙
に
契
合
し
て
い
る
。
維
摩
経
に
発
し

た
游
泥
生
蓮
華
の
比
喩
も
、
煩
悩
即
菩
提
の
哲
学
に
共
通
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

禅
竹
の
「
駐
輪
一
露
上
記
」
に
、

 
第
五
ハ
滅
ノ
位
、
煩
悩
モ
菩
提
ト
顕
レ
、
生
死
モ
即
渥
藥
併
録
ル
。
 
「
三
界

 
ハ
唯
一
心
ナ
リ
。
心
ノ
外
二
別
二
戸
戸
シ
、
心
ト
仏
ト
、
及
ビ
．
衆
生
ト
、
是

 
三
モ
差
別
無
シ
」
ノ
華
厳
ノ
文
。

と
あ
る
。
娑
婆
の
四
苦
八
苦
に
散
乱
鹿
動
ず
る
心
。
不
祥
な
る
人
間
の
葛
藤
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
ヘ
 
 
へ

醜
悪
な
る
事
実
を
包
摂
す
る
如
来
蔵
が
美
で
あ
る
。
多
様
に
散
乱
す
る
も
の
・
、

こ
と
を
統
一
・
純
粋
・
浄
化
す
る
こ
と
が
美
で
あ
る
。
転
法
輪
と
は
、
純
粋
な

る
大
生
命
の
十
二
時
に
お
け
る
泉
北
進
化
で
あ
る
。
生
命
の
大
調
和
・
精
進
・

霊
活
で
あ
る
。
小
我
の
生
活
か
ら
解
脱
し
て
大
我
の
生
活
に
新
生
す
る
自
由
道

で
あ
る
。
こ
の
自
由
を
、
親
驚
は
「
正
信
偶
」
に
、
 
「
煩
悩
の
林
に
遊
ん
で
神

通
を
現
ず
」
と
偶
し
て
い
る
。
遊
は
歌
舞
二
曲
の
源
泉
で
あ
る
。

 
 
 
 
四
、
そ
ら
ご
と

そ
ら
ご
と
、
抑
々
芸
術
は
想
像
と
感
情
の
遊
戯
で
あ
る
。
ラ
ス
キ
ン
（
京

＠
航
）
 
は
、
e
聯
想
的
想
像
力
、
⇔
洞
察
的
想
像
力
、
日
冥
想
的
想
像
力
の
三

種
を
あ
げ
て
い
る
。
想
像
は
束
縛
な
き
自
由
・
空
・
虚
假
・
そ
ら
ご
と
・
た
わ

ご
と
・
不
実
・
妄
語
・
綺
語
・
た
わ
む
れ
・
あ
そ
び
・
不
合
理
・
浪
曼
・
非
現

実
で
あ
る
。
以
上
が
芸
術
に
お
け
る
そ
ら
ご
と
の
内
容
で
あ
る
。
か
く
て
紫
式

部
は
こ
の
そ
ら
ご
と
と
方
便
と
煩
悩
即
菩
提
を
全
般
的
に
覚
悟
し
て
、
源
氏
物

語
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
紫
式
部
に
お
い
て
は
、
白
楽
天
の
詩
道
即
仏
道
の
哲

学
は
、
諦
観
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
紫
式
部
に
お
い
て
は
、
そ
の
師
源

信
と
同
じ
く
信
と
美
・
芸
術
と
仏
教
は
一
味
豊
海
と
し
て
彼
女
の
生
涯
を
貫
徹

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
芸
術
罪
障
観
を
有
つ
小
乗
的
異
学
徒
は
、
紫
式
部

を
誤
解
し
た
。
そ
れ
は
や
が
て
源
氏
物
語
を
正
解
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
即

・
ち
源
氏
物
語
鑑
裳
史
は
邪
解
と
正
解
の
二
思
潮
が
あ
る
こ
と
に
な
．
つ
た
。
前
文

に
掲
げ
た
「
湖
月
抄
」
の
如
き
は
正
解
思
潮
で
あ
る
。
澄
憲
（
一
二
〇
三
業
）

の
「
源
氏
一
品
経
表
白
」
。
聖
覚
（
＝
一
三
五
没
）
の
「
假
名
文
源
氏
表
白
」
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は
、
紫
式
部
が
源
氏
物
語
を
作
っ
た
業
報
で
、
死
し
て
地
獄
に
堕
ち
た
し
た
思

想
は
、
邪
解
で
あ
る
が
、
こ
の
霊
を
表
白
供
養
文
で
供
養
し
て
い
る
思
想
は
、

狂
言
綺
語
を
讃
仏
乗
の
縁
と
し
て
い
る
正
解
で
あ
る
。
こ
の
「
源
氏
供
養
」
と

称
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
影
響
を
、
寺
本
直
彦
氏
は
、

 
源
氏
供
養
は
、
そ
の
後
一
面
御
伽
草
子
の
紫
式
部
の
巻
や
謡
曲
源
氏
供
養
と

 
し
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
実
際
に
も
種
々
影
響
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
節

 
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
か
ら
永
仁
三
年
（
一
二

 
九
五
）
の
間
ご
ろ
に
、
鎌
倉
に
お
い
て
篤
行
遠
忌
に
際
し
て
、
義
行
が
追
善

 
の
た
め
人
々
に
観
飽
し
て
源
氏
物
語
を
探
題
に
し
て
詠
歌
さ
せ
た
の
も
、
源

 
氏
供
養
の
形
に
模
し
た
と
も
み
ら
れ
る
し
、
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
二

 
月
甘
露
寺
親
長
が
源
氏
遠
写
の
際
源
氏
探
題
の
和
歌
を
張
呈
し
た
の
も
「
準

 
供
養
張
行
一
座
」
 
（
親
長
卿
記
）
と
あ
っ
て
、
源
氏
供
養
に
準
じ
た
も
の
と

 
思
わ
れ
る
。
ま
た
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
十
一
月
、
九
条
導
通
が
源
氏
物

 
語
講
義
終
了
を
記
念
し
て
催
し
た
源
氏
物
語
寛
宴
に
も
、
源
氏
供
養
の
遺
風

 
が
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
石
山
寺
を
沸
し
て
、
紫

 
式
部
此
趣
向
を
思
ひ
め
ぐ
ら
す
か
た
ち
、
則
如
意
輸
観
音
の
尊
像
を
観
し

 
て
、
絵
所
土
佐
将
監
に
図
さ
し
む
」
と
い
う
の
は
、
柿
本
講
式
で
ま
ず
真
影

 
を
か
け
る
と
あ
る
の
を
想
起
さ
せ
る
が
、
源
氏
・
一
品
経
出
自
で
、
法
花
経
二

・
十
八
品
を
書
写
し
、
層
々
の
端
に
源
氏
一
篇
を
図
し
た
と
い
う
の
と
も
無
縁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
「
此
物
語
に
心
を
か
け
ぬ
早
し
な
け
れ
ば
、
貴
賎
を

 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
え
ら
ば
ず
こ
の
巻
の
名
を
探
題
に
し
て
」
僧
俗
五
十
五
人
に
詠
歌
さ
せ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
る
の
は
、
源
氏
一
品
経
表
白
に
「
殊
勧
進
道
俗
貴
賎
、
書
写
法
花
廿
八
品
之

 
真
文
」
を
あ
る
（
こ
の
と
き
、
法
花
二
十
八
晶
を
探
題
と
し
て
詠
歌
し
た
の

 
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
上
述
の
と
お
り
）
の
と
は
る
か
に
相
応
じ
て
い

日
本
文
藝
史
學
 
狂
言
綺
語
の
文
藝
観

 
る
。
中
世
を
通
じ
て
源
氏
供
養
は
根
強
く
生
き
て
い
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ

 
う
。
 
（
源
氏
物
語
受
容
史
論
考
七
四
二
頁
）

と
い
っ
て
い
る
。
平
康
頼
の
「
宝
物
集
」
に
は
、

 
ま
ち
か
く
紫
式
部
が
虚
言
を
以
て
源
氏
物
語
を
作
り
た
る
罪
に
よ
り
て
、
地

 
獄
に
落
ち
て
苦
思
忍
び
難
き
故
に
、
早
く
源
氏
物
語
を
破
り
す
て
て
、
「
日

 
経
書
き
て
吊
ふ
べ
し
と
、
人
の
夢
に
見
え
た
り
け
り
と
て
、
歌
よ
み
ど
も
寄

 
り
あ
ひ
て
、
一
日
号
書
き
て
供
養
し
け
る
は
覚
え
給
ふ
ら
ん
。

と
あ
り
、
藤
原
信
実
の
「
今
物
語
」
に
は
、

 
あ
る
人
の
夢
に
、
そ
の
正
体
も
な
き
影
の
や
う
な
る
が
見
そ
け
る
を
、
あ
れ

 
何
人
ぞ
と
尋
ね
け
れ
ば
、
紫
式
部
な
り
。
空
言
を
の
み
多
く
し
あ
つ
め
て
、

 
人
の
心
を
惑
は
す
故
に
、
地
獄
に
落
ち
て
苦
を
継
ぐ
る
競
い
と
堪
へ
が
た

 
し
。
源
氏
の
物
語
の
名
を
具
し
て
、
な
も
あ
み
だ
仏
ど
い
ふ
巻
毎
に
人
々
に

 
よ
ま
せ
て
、
わ
が
苦
し
み
を
吊
ひ
給
へ
と
い
ひ
け
れ
ば
、
い
か
や
う
に
よ
む

 
べ
き
か
と
尋
ね
け
る
に
、

 
．
桐
壺
に
迷
は
ん
暗
も
は
か
ば
か
り
南
無
阿
弥
陀
仏
と
常
に
い
は
な
ん

 
と
そ
い
ひ
け
る
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
や
う
な
説
が
信
じ
ら
れ
て
、
澄
憲
や
聖
覚
の
表
白
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
出
典
に
し
て
謡
曲
「
源
氏
供
養
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、

 
紫
式
部
と
申
す
は
か
の
石
山
の
観
世
音
。
假
り
に
こ
の
世
に
現
れ
て
。
か
か

 
る
源
氏
の
物
語
。
こ
れ
も
思
へ
ば
夢
の
世
と
。
人
に
知
ら
せ
ん
御
方
便
げ
に

 
あ
り
が
た
き
誓
ひ
か
な
。
思
へ
ば
夢
の
浮
橋
も
。
夢
の
間
の
言
葉
な
り
。

で
結
ん
で
あ
る
。

 
「
野
守
鏡
」
に
、
 
「
常
の
た
と
へ
に
も
、
ま
こ
と
な
き
こ
と
を
ば
、
う
た
そ

ら
ご
と
と
こ
そ
即
し
侍
る
め
れ
」
と
あ
る
。
「
古
今
著
聞
集
」
十
一
に
は
、
「
あ

（27）



り
の
ま
ま
の
寸
法
に
書
き
て
候
は
ば
、
み
ど
こ
ろ
も
な
き
も
の
に
候
ゆ
ゑ
に
、

え
そ
ら
ご
と
と
申
す
こ
と
に
て
候
」
と
あ
る
。

 
こ
の
二
つ
の
そ
ら
ご
と
は
、
想
像
に
よ
る
創
造
、
虚
構
、
幻
像
、
事
実
な
ら

ぬ
芸
術
的
真
実
の
表
現
で
あ
る
。
狂
言
綺
語
で
あ
る
。
芸
術
的
写
実
主
義
を
次

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
踊
躍
念
佛

 
野
守
鏡
は
藤
原
有
房
の
歌
論
で
あ
る
が
、
為
兼
の
歌
が
、
た
だ
実
正
を
よ
む

べ
し
と
て
、
俗
に
ち
か
く
い
や
し
き
写
実
主
義
を
一
遍
上
人
の
踊
躍
念
仏
の
素

朴
風
を
例
に
し
て
、
「
心
あ
れ
ど
も
こ
と
ば
か
ざ
ら
（
綺
語
）
ね
ば
、
歌
を
も

て
め
で
た
し
と
も
見
え
ず
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏
教
の
世
界
か
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
や
び

狂
言
綺
語
を
肯
定
し
て
お
り
、
且
は
雅
な
る
美
的
仏
教
や
和
歌
等
を
肯
定

し
、
一
ひ
な
び
の
芸
術
を
否
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
雅
は
詩
経
六
義
の
一
で
、
厳
正
な
詩
也
、
雅
は
正
也
。
王
政
の
廃
興
す
る
所

由
也
。
小
雅
は
諸
侯
之
楽
為
、
大
雅
の
類
は
天
子
の
楽
の
為
と
あ
る
。
宮
廷
貴

…
族
的
・
政
教
的
・
宗
教
的
に
高
貴
崇
高
で
あ
る
。
日
本
に
於
て
は
王
朝
に
お
い

て
こ
れ
が
完
成
し
た
。
王
朝
の
芸
術
は
雅
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
雅
の
負
担
者

は
、
神
の
如
く
崇
敬
さ
れ
た
天
皇
の
血
統
を
ひ
く
藤
原
貴
族
と
僧
侶
で
あ
っ

た
。
こ
の
二
の
負
担
者
は
天
地
の
徳
を
祭
礼
す
る
儒
教
を
学
ん
だ
。
・
神
仏
は
習

合
し
て
い
た
。
聖
徳
太
子
に
結
ば
れ
た
皇
室
と
仏
教
と
の
関
係
は
、
王
朝
に
至

っ
て
弥
々
親
密
を
加
え
、
皇
室
美
と
仏
教
美
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

源
氏
物
語
は
こ
れ
を
証
し
て
い
る
。
源
氏
物
語
に
は
中
世
的
宗
教
の
世
界
の
出

発
点
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
白
氏
文
集
が
弘
通
し
た
の
も
、
仏
教
詩
人
で
あ
？

た
か
ら
で
あ
る
。
 
「
古
今
集
真
名
序
」
に
、
及
下
彼
時
変
二
潮
溜
一
人
貴
聖
帝
淫
上
、

山
詞
雲
興
艶
流
泉
涌
、
其
実
重
落
其
花
山
栄
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
「
窪
窪
序
」

に
は
、
「
今
の
世
の
中
、
色
に
つ
き
、
人
の
心
花
に
な
り
に
け
る
よ
り
、
あ
だ
な

る
歌
、
は
か
な
き
こ
と
の
み
い
で
く
れ
ば
」
と
の
べ
て
い
る
。
「
新
撰
和
歌
序

」
に
お
い
て
貫
之
は
、
絶
艶
を
鄙
野
と
対
立
さ
せ
て
い
る
。
も
の
あ
は
れ
を
し

る
心
、
を
か
し
き
心
ば
へ
は
、
絶
艶
な
る
心
。
み
や
び
で
あ
る
。
古
今
集
令
名

序
に
は
、
白
楽
天
の
座
右
銘
を
訳
し
て
引
い
た
処
が
あ
る
。
白
楽
天
の
人
物
と

詩
の
仏
教
を
元
に
し
た
浪
漫
性
・
感
傷
性
・
耽
美
性
・
神
仙
性
は
、
非
常
に
当

時
の
知
識
人
に
深
く
ふ
れ
た
と
思
は
れ
、
偉
大
な
人
間
像
と
し
て
渇
仰
し
た
や

う
で
あ
る
。
白
楽
天
倣
艶
を
主
く
愛
し
た
。
然
し
そ
の
艶
は
、
 
「
古
今
集
真
名

序
」
に
、
 
「
及
下
彼
時
変
二
想
像
一
入
貴
中
奢
淫
上
、
浮
詞
雲
興
艶
然
泉
涌
、
其
実

皆
落
鮎
花
孤
栄
」
と
あ
り
、
 
「
虚
名
序
」
幽
に
、
 
「
今
の
世
の
中
、
色
に
つ
き
、

人
の
心
花
に
な
り
に
け
る
よ
り
、
あ
だ
な
る
歌
、
は
か
な
き
こ
と
の
み
い
で
ぐ

れ
ば
」
と
あ
る
が
如
き
、
頽
廃
的
不
道
徳
で
は
な
く
、
新
楽
府
「
牡
丹
芳
」
に

部
面
牡
丹
を
愛
す
る
風
の
盛
な
る
を
歯
し
、
 
「
三
代
以
還
文
勝
レ
質
、
人
心
重
レ

喜
喜
レ
重
レ
実
、
重
レ
華
直
至
二
牡
丹
芳
一
、
其
来
有
レ
漸
非
二
今
日
一
と
言
ひ
、
「
山

姫
暫
求
二
造
化
力
一
、
滅
二
者
牡
丹
妖
艶
色
一
、
重
曹
二
塁
士
愛
レ
花
心
一
、
同
似
三
盛

君
憂
二
稼
稿
一
、
と
結
ん
で
い
る
が
如
き
、
詩
経
大
序
の
誠
実
な
倫
理
性
、
煩
悩

・
を
浄
化
し
た
仏
教
の
慈
悲
を
根
元
と
し
た
心
の
艶
で
あ
っ
た
。
白
楽
天
に
お
い

 
 
 
 
 
 
に
ほ

て
は
咲
く
花
の
艶
う
が
如
き
外
面
的
肉
感
的
綺
麗
・
華
麗
は
、
抑
制
さ
れ
雅
を

理
想
と
し
て
花
と
実
が
調
和
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
王
朝
文
芸
に
お
い
て
こ
れ

を
倣
う
て
効
を
奏
し
て
い
る
の
は
、
古
今
集
と
源
氏
物
語
で
あ
り
、
も
の
の
あ

は
れ
が
優
美
で
あ
る
と
共
に
、
崇
高
で
あ
る
こ
と
、
春
巻
の
煩
悩
即
菩
提
の
思

考
も
吾
々
に
肯
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
中
世
初
頭
に
お
い
て
円
現

し
た
の
が
、
「
源
氏
み
ざ
る
歌
読
は
遣
恨
の
事
な
り
」
（
六
百
番
歌
合
枯
野
十
三
首
）
と
い
っ

（28）

、



た
俊
成
で
あ
っ
た
。
俊
成
は
天
台
浄
土
教
に
依
り
幽
玄
・
わ
び
・
ざ
び
の
美
に

覚
醒
し
た
。
白
楽
天
が
解
脱
し
た
詩
道
即
仏
道
は
、
源
氏
物
語
か
ら
俊
成
に
伝

っ
て
い
る
。
千
五
百
番
歌
合
に
お
い
て
心
経
は
、
艶
を
ミ
ヤ
ビ
ヤ
カ
と
訓
ま
せ

て
い
る
の
は
、
艶
を
源
氏
物
語
風
な
健
康
に
浄
化
し
た
．
の
で
あ
る
。
艶
の
聖
浄

化
に
、
摩
詞
止
観
の
不
浄
観
の
影
響
が
あ
る
。

 
参
考
村
田
 
昇
著
閥

 
 
 
 
日
本
古
典
の
仏
教
精
神
 
口
合
〇
頁
 
俊
成
の
花
と
実

 
 
 
 
中
世
文
芸
の
仏
教
的
史
観
 
胴
頁
 
藤
原
俊
成
の
歌
論

 
 
 
 
日
本
交
学
の
仏
教
的
論
究
・
繊
悔
・
燭
腰
・
地
獄
の
文
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
げ

 
法
華
経
行
楽
行
品
に
「
菩
薩
摩
詞
薩
、
諸
の
有
ゆ
る
凶
戯
、
種
々
の
変
現
の

た
わ
む
れ

戯
に
親
近
せ
ざ
れ
」
と
あ
る
。
真
実
・
正
当
な
ら
ぬ
を
戯
れ
と
い
う
。
狂
で

あ
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
空
也
や
一
遍
の
踊
躍
念
仏
や
近
世
の
泡
斎
念
仏
踊
等

は
、
仏
教
的
罪
過
で
あ
る
。
劇
と
い
う
も
戯
と
い
う
も
、
何
れ
も
た
わ
む
れ
の

意
よ
り
転
じ
て
、
演
劇
的
な
伎
を
称
す
る
語
で
あ
る
。
故
に
演
劇
史
は
蓋
く
仏

教
的
罪
過
史
で
あ
る
。
一
遍
自
ら
も
「
時
衆
制
誠
」
に
、
「
専
修
菩
提
行
・
忌
事

遊
戯
友
」
と
戒
め
て
い
る
。
こ
の
一
遍
や
空
也
の
口
称
念
仏
の
末
流
は
、
嫁
く

一
般
．
民
衆
を
相
手
と
す
る
も
の
は
、
身
ぶ
り
手
ま
ね
も
お
も
し
ろ
い
芸
能
的
念

仏
と
な
り
、
あ
る
い
は
田
楽
風
流
と
合
体
し
て
、
全
国
に
伝
播
し
た
の
で
、
筑
後

善
導
寺
蔵
の
停
止
一
向
専
修
記
（
昭
和
三
十
六
年
五
月
刊
仏
教
大
学
編
「
法
然
上
人
研
究
」
所
収
伊
藤
真
徹
氏
「
停
止
一
向
専
修
記
の
研
究
」
に
翻
刻
）

所
収
の
貞
応
三
年
延
暦
寺
奏
状
の
「
一
向
専
修
漢
例
不
快
」
の
条
に
、

 
聞
二
近
来
念
仏
堂
音
【
背
二
現
世
撫
民
之
音
一
。
己
成
二
哀
働
墨
引
一
。
字
突
二
亡

 
国
之
音
一
夷
。

と
あ
り
、
「
野
守
鏡
」
 
（
巻
下
）
に
も
、

 
専
修
念
仏
の
曲
流
布
し
て
、
男
女
是
に
こ
ぞ
り
し
か
ば
、
人
皆
声
明
の
き
き

噂

日
本
文
藝
史
學
 
狂
言
綺
語
の
文
藝
観

 
を
遠
く
し
侍
り
け
る
に
、
嫡
嫡
相
承
の
妙
曲
を
あ
ら
た
め
し
ゅ
へ
な
る
べ

 
し
。
そ
れ
よ
り
し
て
い
ま
に
い
た
る
ま
で
、
専
修
念
仏
の
曲
さ
か
り
な
れ

 
ば
、
正
道
の
仏
事
を
お
こ
な
ふ
憾
ま
れ
な
り
。
…
…
か
の
念
仏
は
、
後
鳥
羽

 
院
の
御
代
の
末
つ
か
た
に
、
住
蓮
・
安
楽
な
ど
い
ひ
し
、
そ
の
長
と
し
て
ひ

 
ろ
め
侍
り
け
り
。
こ
れ
亡
国
の
声
た
る
が
ゆ
へ
に
、
承
久
の
御
乱
い
で
き
て

 
王
法
を
と
ろ
へ
た
り
と
は
、
古
老
の
人
は
申
侍
し
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
音
楽
世
界
か
ら
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
尚
「

野
守
鏡
」
に
は
、

 
は
だ
か
に
な
れ
ど
も
見
苦
し
き
所
を
か
く
さ
ず
、
偏
へ
に
狂
人
の
ご
と
く
に

 
し
て
、

と
痛
罵
し
、
永
仁
二
年
成
立
の
「
天
狗
草
紙
」
に
は
、

 
念
仏
す
る
時
は
頭
を
ふ
り
、
肩
を
ゆ
り
て
お
ど
る
事
、
野
馬
の
ご
と
し
。
さ

 
は
が
し
き
事
山
猿
に
し
と
な
ら
ず
。
男
女
の
根
を
か
く
す
こ
と
な
く
-
…
・

と
あ
る
。
か
か
る
悪
評
に
対
し
て
、
聖
な
る
宗
教
贋
値
を
い
っ
こ
に
認
む
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
私
は
美
学
に
お
け
る
自
然
を
考
え
る
。
シ
ラ
ー
（
一
七
五
九
一
八
〇
五
）
は
、
「
人
間
は

彼
が
語
の
完
全
な
意
味
に
お
い
て
人
間
で
あ
る
時
の
み
遊
戯
し
、
ま
た
入
間
は

彼
が
遊
戯
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
の
み
完
全
に
人
間
で
あ
る
。
」
と
い
い
、
ヘ

ル
ダ
i
（
一
七
四
四
一
八
〇
三
）
は
、
 
「
近
代
詩
に
お
け
る
技
巧
的
な
も
の
に
対
し
て
、
古

代
の
民
謡
を
高
く
評
便
し
、
粗
野
な
生
命
力
に
充
ち
た
青
年
期
の
原
始
的
民
族

に
あ
っ
て
は
、
 
「
そ
の
歌
謡
も
ま
た
益
々
野
生
的
、
即
ち
生
命
的
で
、
自
由

で
、
感
性
的
で
、
拝
情
詩
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
い
っ
て
い
る
。
・

失
は
れ
た
人
間
的
自
然
を
求
め
た
。
求
め
得
た
も
の
が
美
で
あ
っ
た
。
「
こ
と

ば
を
働
か
せ
る
も
の
は
自
然
で
あ
り
、
情
熱
ど
行
為
の
全
体
的
世
界
で
あ
る
。

（29）



O

、

真
の
詩
人
は
、
自
然
を
彼
の
同
胞
達
の
魂
の
中
に
、
ま
た
心
臓
の
申
に
運
び
込

む
」
と
も
い
っ
た
。
こ
こ
に
た
ち
き
た
っ
て
思
う
こ
と
は
、
宗
教
的
聖
と
は
、

人
間
の
浅
智
・
技
巧
・
装
飾
・
幸
福
の
一
切
を
捨
て
た
野
性
的
な
素
朴
な
原
始

自
然
に
発
覚
し
た
美
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
儀
は
、
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④

然
そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
類
初
発
最
勝
の
象
徴
詩
で
あ
り
、
一
遍
は
真
実
の
大

詩
人
と
し
て
、
自
然
を
彼
の
同
胞
達
の
霊
と
肉
の
中
に
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
思

回
し
て
運
び
こ
ん
だ
。
こ
れ
が
遊
行
極
量
で
あ
る
。
遊
は
風
雲
に
象
徴
さ
れ
る

無
我
の
自
由
無
凝
自
在
で
あ
る
。
一
遍
は

 
身
心
を
捨
て
念
仏
申
す
よ
り
外
に
別
の
子
細
な
し
。
其
身
心
を
棄
て
た
る
姿

 
は
南
無
阿
弥
陀
仏
是
な
り
。
 
（
語
録
）

 
自
他
の
位
を
打
ち
捨
て
、
唯
一
念
仏
に
な
る
を
、
他
力
と
は
い
ふ
な
り
。

 
（
同
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

 
身
命
を
山
野
に
捨
て
、
居
住
を
風
雲
に
ま
か
せ
。
 
（
同
）

 
衣
食
住
の
三
は
三
悪
道
な
り
。
衣
漿
を
求
め
か
ざ
る
は
畜
生
道
の
業
な
り
。

 
食
物
を
貧
求
す
る
は
餓
鬼
道
の
業
な
り
。
住
所
を
か
ま
へ
る
は
地
獄
道
の
業

 
な
り
。
し
か
れ
ば
三
悪
道
を
は
な
れ
ん
と
満
せ
ば
、
衣
食
住
の
三
つ
を
離
る

 
べ
き
な
り
。
 
（
同
）

 
は
や
く
万
事
を
な
げ
す
て
て
 
一
心
に
弥
陀
を
薦
み
つ
つ
南
無
阿
弥
陀
仏
と

 
干
た
ゆ
る
 
是
ぞ
お
も
ひ
の
限
り
な
る
（
同
）

 
旅
衣
木
の
根
か
や
の
住
い
つ
く
に
か
身
の
捨
て
ら
れ
ぬ
処
あ
る
べ
き
（
同
）

と
歌
謡
し
て
い
る
。
「
一
心
の
本
源
は
自
然
に
無
念
な
り
ゅ
」
 
（
同
）
 
と
あ

っ
て
、
往
生
と
は
自
然
児
に
成
る
世
界

 
と
も
は
ね
よ
か
く
て
も
を
ど
れ
心
こ
ま
 
弥
陀
の
御
法
と
聞
く
ぞ
う
れ
し
き

 
 
（
語
録
）

と
成
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
絵
詞
伝
で
は
、
こ
の
由
来
を
大
無
量
寿
経
の
「
曽

更
見
世
尊
 
即
能
信
淫
事
 
謙
敬
老
奉
行
 
踵
往
信
歓
喜
」
や
、
善
導
の
「
往

生
礼
讃
偶
」
の
「
行
者
傾
心
淳
風
目
 
騰
神
踊
躍
入
西
方
」
に
示
し
、

 
文
の
意
は
身
を
磁
国
に
捨
て
て
、
心
を
浄
域
に
す
ま
し
、
偏
に
本
願
を
あ
ふ

 
ぎ
専
ら
名
演
を
と
な
ふ
れ
ば
、
心
王
の
如
来
自
然
に
正
覚
の
台
に
坐
し
、
己

 
身
の
聖
衆
踊
躍
し
て
法
界
に
あ
そ
ぶ
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
踊
躍
は
詩
経
大
序
の
述
べ
る
処
と
別
で
は
な
い
。

 
一
遍
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
と
な
へ
て
、
わ
が
心
の
な
く
な
る
を
臨
終
正
念

と
い
ふ
」
 
（
語
録
）
名
号
の
外
に
往
生
な
し
。
一
切
万
法
は
み
な
名
号
体
内
の

徳
な
り
」
 
（
同
）
と
も
い
う
。
こ
の
や
う
に
こ
と
ば
の
徳
を
強
信
ず
る
が
故
に

大
詩
人
で
あ
る
。
わ
が
心
の
無
く
な
る
無
心
無
我
と
は
、
小
我
の
生
活
か
ら
解

脱
し
て
宇
宙
大
の
大
我
の
生
活
に
遺
遙
す
る
こ
と
で
あ
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏
は

真
言
で
あ
る
。
真
言
宗
の
聖
典
「
声
字
実
相
義
」
に
、

 
五
大
に
皆
響
き
あ
り
。
十
界
に
言
語
を
見
す
、
六
塵
悉
く
文
字
な
り
、
法
身

 
は
こ
れ
実
相
な
り
。

と
あ
る
。
宇
宙
生
命
全
体
が
遠
計
で
あ
る
。
真
言
教
学
で
は
地
水
火
風
認
識
を

六
大
と
い
い
、
前
の
五
つ
は
物
質
で
、
最
後
の
一
つ
は
精
神
（
意
識
）
で
あ

る
。
物
質
は
（
五
大
）
は
精
神
を
離
れ
て
有
り
得
な
い
し
、
精
神
は
物
質
を
離

れ
て
有
り
得
な
い
。
そ
れ
が
一
遍
に
お
い
て
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
南

無
阿
弥
陀
仏
に
生
死
は
な
い
の
で
あ
る
。
原
始
的
清
浄
に
し
て
健
康
な
謡
う
美

し
き
自
然
で
あ
る
。
無
住
禅
師
の
「
沙
石
集
」
の
「
和
歌
の
道
深
き
理
有
る
事

」
に
、
-

 
和
歌
の
一
道
を
思
ひ
説
く
に
、
散
乱
鹿
動
の
心
を
や
め
、
寂
然
閑
静
の
徳
あ

 
り
、
又
言
す
く
な
く
し
て
心
を
含
め
り
、
回
持
の
義
あ
る
べ
し
。
惣
持
と
云

（30）



 
ふ
は
即
ち
陀
羅
尼
也
。
我
が
朝
の
神
明
は
多
く
は
仏
菩
薩
の
垂
 
応
身
の
随

 
一
な
り
。
素
蓋
鳴
尊
す
で
に
出
雲
八
重
垣
の
三
十
一
字
の
詠
を
始
め
給
へ

り
。
仏
の
語
に
異
な
る
べ
か
ら
ず
。
天
竺
の
陀
羅
尼
も
、
只
其
の
国
の
人
の

 
詞
な
り
。
仏
是
を
以
て
陀
羅
尼
を
説
き
給
へ
り
。
こ
の
故
に
一
行
禅
師
の
大

 
日
経
疏
に
も
「
随
方
の
詞
は
み
な
陀
羅
尼
」
と
い
へ
り
。
仏
若
し
我
が
国
に

 
出
で
給
は
ば
、
只
和
国
の
詞
を
以
て
陀
羅
尼
と
し
た
ま
ふ
べ
し
。
…
…
高
野

 
大
師
も
「
五
大
皆
響
あ
り
、
六
塵
早
く
文
字
也
」
と
宣
べ
り
。
五
音
を
出
で

 
た
る
音
な
し
。
阿
字
を
離
れ
た
る
詞
な
し
。
阿
字
即
ち
密
教
の
根
本
也
。
さ

 
れ
ば
経
に
も
「
舌
相
根
言
語
み
な
真
言
」
と
い
へ
り
。
大
日
経
の
三
十
一
品

 
も
を
の
つ
か
ら
三
十
一
字
に
あ
た
れ
り
。
世
間
出
世
の
道
理
を
、
三
十
一
字

 
の
中
に
包
み
て
、
仏
菩
薩
の
応
も
あ
り
。
神
明
人
類
の
感
も
あ
り
。
彼
の
陀

羅
尼
も
天
竺
の
世
俗
の
麗
な
れ
ど
も
、
陀
羅
尼
に
用
み
て
是
を
保
て
ば
、
減

罪
の
徳
抜
苦
の
用
あ
り
。
日
本
の
和
歌
も
世
の
常
の
詞
な
れ
ど
も
、
和
歌
に

 
用
み
て
思
を
曇
れ
ば
必
ず
感
み
り
。
ま
し
て
仏
法
の
心
を
含
め
ら
ん
は
疑
な

 
く
陀
羅
尼
な
る
べ
し
。
・
…
…
和
歌
の
徳
纏
持
の
義
、
陀
羅
尼
一
つ
に
心
得
べ

 
し
。
綺
語
の
失
を
論
ぜ
ば
、
失
は
人
の
染
汗
の
心
に
有
り
、
聖
教
と
て
も
名

 
教
と
て
も
名
聞
利
益
に
用
み
る
と
き
は
、
皆
魔
業
と
な
る
。
是
人
の
失
也
。

 
是
に
よ
り
て
惣
持
の
徳
を
失
ふ
べ
か
ら
ず
。
経
を
読
む
も
折
悪
し
き
を
ば
、

 
成
論
の
中
に
は
綺
語
と
な
る
と
い
へ
り
。
…
…
…
諸
法
実
相
也
。
色
香
中
道

 
也
。
施
言
軟
語
皆
一
義
に
質
す
。
和
歌
何
ぞ
必
し
も
簡
び
捨
て
ん
云
々

と
、
真
言
宗
の
法
界
音
響
観
に
た
っ
て
、
白
楽
天
の
詩
道
即
仏
道
の
思
想
を
徹

底
さ
せ
て
い
る
。
和
歌
を
作
ら
な
く
て
も
人
心
は
恒
に
動
い
て
い
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
詠
歌
に
よ
っ
て
心
が
寂
静
に
な
る
な
ら
ば
、
詠
歌
は
仏
戒
に
叶
う
こ

と
に
な
る
。
寂
静
と
は
心
が
動
か
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
散
乱
鹿
動
し
な
い
こ

日
本
文
藝
史
學
 
狂
言
綺
語
の
文
藝
観

と
で
あ
る
。
常
に
動
き
つ
つ
あ
っ
て
調
整
さ
れ
、
動
く
こ
と
を
意
識
し
な
い
。

讐
へ
ば
澄
み
き
っ
て
廻
る
独
楽
の
形
相
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
界
万
有
の
律
動
と

譜
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
和
歌
に
鎮
魂
浄
化
の
能
を
認
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
「
題
言
温
語
第
一
主
義
に
帰
す
」
と
あ
る
こ
と
は
、
俊
成
の
「
古
来
風
体

抄
」
に
、

 
こ
れ
（
歌
）
は
狂
言
綺
語
の
た
は
ぶ
れ
に
は
似
た
れ
ど
も
、
こ
と
の
ふ
か
き

旨
も
現
れ
、
こ
れ
を
縁
と
し
て
仏
の
道
に
も
通
は
さ
ん
為
、
か
つ
は
煩
悩
即
ち

菩
提
な
る
が
故
に
、
法
花
経
に
は
、
 
「
若
男
、
俗
間
経
書
暑
之
、
資
生
業
等
、

皆
皆
正
法
」
と
い
ひ
、
普
賢
観
に
は
、
「
何
物
是
非
、
何
者
是
福
、
罪
福
無
主
、
，

回
心
自
空
」
と
説
き
た
ま
へ
り
。
よ
っ
て
聖
歌
の
道
も
、
空
芝
申
の
三
諦
に
似

た
る
に
よ
り
て
、
通
し
て
し
る
し
申
す
な
り
」
と
あ
る
心
と
通
じ
て
い
る
。
俊

成
の
こ
の
思
考
は
、
白
楽
天
の
狂
言
綺
語
観
と
、
源
氏
物
語
螢
巻
の
物
語
観
に

基
づ
い
て
い
る
。
「
鹿
言
軟
語
皆
第
一
義
に
帰
す
」
と
は
、
元
は
浬
繋
経
の
文

芸
観
で
あ
る
。
さ
て
煩
悩
即
菩
提
と
い
う
こ
と
が
、
仏
道
と
文
芸
を
連
結
さ
せ

る
哲
理
と
な
っ
て
い
る
。
無
住
禅
師
が
聖
教
と
て
も
名
聞
利
養
に
聞
い
る
時

は
、
皆
近
業
と
な
る
と
、
心
位
を
重
ん
じ
た
こ
と
は
、
 
「
古
来
風
体
抄
」
の
一
、

罪
福
無
主
、
我
心
自
空
」
の
世
界
に
依
っ
て
、
煩
悩
を
詠
む
歌
も
、
ま
こ
と
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④

至
極
し
て
い
れ
ば
、
求
菩
提
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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